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1. はじめに 2.2 コンテキスト情報の分類 
近年，コンテキストアウェアネスへの関心が高まり，

ユーザの状況や環境に応じて最適な情報やサービスの提

供を行うパーソナライゼーションに関する研究・開発が

盛んに行われている．既存のシステムの多くは位置情報

や嗜好情報などのユーザのプロファイル情報を用いるこ

とによってユーザの状況や嗜好に適した情報の提供が可

能である一方で，周辺環境のリアルタイムな情報を考慮

しているとはいえないため，固定的，画一的な情報の提

供に留まっているといえる．また，アトラクションの待

ち時間や駐車場の空き状況など周辺環境のリアルタイム

な情報を提示するシステムは実用段階に達してきている

が，それらの情報をパーソナライズの判断要素そのもの

として活用しているシステムはあまり見受けられない．  

我々はユーザの状況やプロファイルを意味するユーザ

コンテキスト情報と，ユーザの周辺環境の状況を意味す

る周辺コンテキスト情報の大きく二つに分類し，それぞ

れ時間的に静的，動的な情報に分けている[2]．本稿では，
特に動的な周辺コンテキスト情報をイベントコンテキス

ト情報と呼ぶことにし，イベントコンテキスト情報を，

イベント特有の状況・状態を表す情報と定義する．つま

り，大学祭などの空間や店舗・展示会場・催し物会場な

ど特有の対象物を，その時々で特徴付けることのできる

情報のことである．各会場の混雑具合や人気具合，プレ

ゼンス情報などがこれにあたる． 
これらの情報を把握することで，ユーザが同じプロフ

ァイルを保持していても，その時々でイベントの状況を

判断するため異なったレコメンデーションが可能となる．

たとえば，混雑しているからといって単純に混雑を回避

するのではなく，そのイベントの内容・状況を判断する

ことで，よりユーザの要求を満たしたイベントのレコメ

ンデーションが可能になると考えられる． 

特に人が集まるようなイベントといった話題性のある

環境においては，混雑具合，注目・話題情報，口コミ情

報などの周辺の情報が非常に重要であると考えられる．

そうした環境を対象として，利用者のコンテキストと周

囲の状況を考慮した柔軟な移動経路の提供を行う歩行者

ナビゲーションに関する研究が行われている[1]． 
3. プロトタイプシステムの運用 現在我々はユーザのコンテキストだけでなく，周辺環

境のコンテキストを考慮したパーソナライゼーションの

実現を目指している．これまでに，大学祭においてユー

ザの周辺環境でリアルタイムに取得できるイベント会場

の混雑状況や人気度などのイベントのコンテキスト情報

に注目し，ユーザにとってより有用な情報の提供を目的

としたシステムの提案およびそのプロトタイプシステム

の運用を行ってきた[2]． 

3.1 プロトタイプシステムの概要 
本システムのプロトタイプとして，携帯電話により

Web 閲覧が可能な情報提供システムを実際に大学祭で運
用した．システムの構成を図 1 に示す．従来のパンフレ
ットの静的な情報の他に，リアルタイムな情報として表 1
に示す情報の提供を行った． 
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本稿では，運用したシステムのアンケート結果を基に

更なる改善システムの検討およびイベントコンテキスト

情報の積極的な活用方法について論じる． 

2. システムの概要 
2.1 想定環境 
本稿では，イベントの中でも大学祭を対象環境として

いる．大学祭では，様々な催し物や展示，また屋台がイ

ベントの主要な要素であり，それらは大学キャンパス内

に点在している．従来では，訪問者はパンフレットなど

を見ながら各イベント要素を回るが，パンフレットが提

供する情報はイベント開催前に作られた過去の情報で固

定的な情報であるといえる．そこで，パンフレットの情

報だけでなく，それぞれのイベント要素の現在の状況を

表すコンテキスト情報を取得，提示することで，より有

用なサービスの提供を可能とする．  

図 1 システムの構成 

表 1 提供した動的情報と取得方法 

提供した情報 取得方法 

人気の展示ランキング Web上での投票 
各団体・各会場の 
今のイベント・次のイベント 

スケジュール情報から 

各会場の画像 随時アップロード 
各団体・各会場へのコメント 掲示板からの入力 創価大学大学院工学研究科 
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情報管理サーバは情報を管理，加工し，携帯端末用の

閲覧ページを動的に生成する．また，ユーザは携帯電話

を用いて，情報の閲覧だけではなく，展示の人気投票や

各団体・各会場へのコメントの投稿といった情報の提供

を行うことができる．ユーザ入力による情報は即座に閲

覧ページに反映されるため，リアルタイムな情報として

提供が可能である． 

3.2 アンケート結果によるシステム要件 
大学祭終了後，システムを利用した大学祭訪問客，お

よび大学祭で屋台等の運営で参加した人を対象にアンケ

ートを行った．アンケート回答数はそれぞれ 19名で計 38
名であった．図 2，3にアンケートの一部を示す． 

図 2 Q1 アンケート結果 

図 3 Q2・Q3 アンケート結果 

Q1 の結果から，訪問客は混雑状況やイベントを回る順
番など，特にリアルタイム性の強い情報を必要としてい

ることがわかり，既存のパンフレットのみではその要求

を満たしきれていないことがわかる．また，主催者もそ

の状況に合った情報発信や訪問客からのフィードバック

情報を知りたいという要求があることから，同様にパン

フレットのみの情報提供では物足りなさを感じているこ

とがわかる．Q2 は，実際に本システムを利用して役立っ
た情報の調査結果である．特にリアルタイムな情報やパ

ンフレットでは提示できない動的な情報について有用で

あることが分かった．Q3 では，様々な対象物のリアルタ
イム情報に対するニーズが高いことが分かる． 

4. イベントコンテキスト情報の取得と活用 
前節の結果から，大学祭のようにリアルタイムに状況

が変化していく環境では，レコメンデーションに対する

ユーザのニーズは非常に高いことがわかる．また，その

レコメンデーションにより求められる情報は，単純に固

定的な情報に対するものではなく，ユーザが望んだその

瞬間における最適な情報である．そのためには，イベン

ト特有の混雑度や人気度，またユーザからのフィードバ

ック情報などのイベントコンテキスト情報を利用するこ

とは大変効果的であるといえる．そこで，それらの動的

なコンテキスト情報をレコメンデーションの判断要素そ

のものとして積極的に活用することにより，従来よりも

ユーザの要求に適合した動的なレコメンデーションの実

現を可能とする． 
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イベントコンテキスト情報の取得方法については，現

在 RFID タグを用いた方法を検討中である．しかし，ユー
ザ数と，店舗や展示教室など対象となるイベント要素数

が大量になるため，リーダの設置や各機器の設定に多く

の労力とコストが必要となる．そこでそれ以外に QRコー
ドを併用した方法についても検討を行っている．たとえ

ば，大学キャンパスの物理環境に QRコードを散在させ，
QRコードリーダ機能を持った携帯電話で Webにアクセス
することで，その場所や対象に合わせた情報提供を行う

と同時に，ユーザ数をカウントして混雑具合を予想する．

また，情報アクセスのためのユーザインタフェースとし

て，パンフレットに QRコードのリストを載せ，情報アク
セスの際に興味のあるユーザの数を取得することを考え

ている．これにより，動的レコメンデーション実現のた

めのイベントコンテキスト情報が増え，よりユーザに有

用なレコメンデーションを行うことが可能になる． 
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5. まとめと今後の課題 
ユーザのコンテキストだけでなく，周辺環境のコンテ

キストを考慮した柔軟なパーソナライゼーションの実現

を目指し，大学祭において情報提供を行うプロトタイプ

システムの運用とアンケート調査を行った．その結果，

周辺の状況が活発に変化する環境では，レコメンデーシ

ョンに対するユーザのニーズが非常に高いことが分かっ

た．また，ユーザに最適な情報を提供するために，イベ

ントコンテキスト情報を積極的に活用することによる有

用性について述べた．今後は，イベントコンテキスト情

報を実際に取得し，レコメンデーションを行うシステム

を構築していく．また，ユーザコンテキストをレコメン

デーションに反映させる仕組みについて検討する． 
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